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平成１８年１２月１日 

経 済 産 業 省 

 

「『今年のロボット』大賞２００６」優秀賞の発表について 

 

経済産業省は、ロボット産業を、世界をリードする新産業の一つに成長させるべ

く、ロボット実用化に必要な技術開発や安全性確保の取組を進めております。 

 その一環として、我が国のロボット技術の革新と用途拡大及び需要の喚起を促す

ため、「『今年のロボット』大賞２００６」を今年度新たに創設しました。 

 この度、応募のあった１５２件の中から、審査委員会による厳正な審査により、今

年活躍し、将来の市場創出への貢献度や期待度が高いロボット１０件が優秀賞とし

て選ばれましたので、発表します。 

 

 

１．概要  

 

経済産業省は、ロボット産業を、世界をリードする新産業の一つに成長させるべく、ロボット

実用化に必要な技術開発や安全性確保の取組を進めております。 

その一環として、我が国のロボット技術の革新と用途拡大及び需要の喚起を促すため、

「『今年のロボット』大賞２００６」を関係機関との共催により、今年度新たに創設しました。 

この度、応募のあった１５２件の中から、審査委員会（委員長：三浦宏文 工学院大学学長）

による厳正な審査により、今年活躍し、将来の市場創出への貢献度や期待度が高いロボット

１０件（別紙１参照）が、優秀賞として選ばれましたので、発表します。  

今後、最終審査において、優秀賞の中から「『今年のロボット』大賞」（経済産業大臣賞）１

件、中小企業特別賞１件が選定され、１２月２１日（木）の表彰式当日に発表し、優秀賞と併せ

て表彰します。 

また、「『今年のロボット』大賞２００６」のシンボルマーク（別紙２参照）が決定しましたので

併せて発表します。 
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２．優秀賞受賞ロボット（１０件）  

 

優秀賞受賞ロボットは、以下のとおりです（詳細は別紙１参照）。 

 

【サービスロボット部門】 

○アザラシ型メンタルコミットロボット「パロ」 

株式会社知能システム、独立行政法人産業技術総合研究所、 

マイクロジェニックス株式会社 

○食事支援ロボット「マイスプーン」 

セコム株式会社 

○ロボットによるビルの清掃システム 

富士重工業株式会社、住友商事株式会社 

 

【産業用ロボット部門】 

○人共生型上半身ロボット（ＤＩＡ１０）・腕ロボット（ＩＡ２０） ＭＯＴＯＭＡＮ－ＤＩＡ１０ 

／ＭＯＴＯＭＡＮ－ＩＡ２０ 

株式会社安川電機 

○人の能力を超えた高速高信頼性検査ロボット 

株式会社デンソー 

 

【公共・フロンティアロボット部門】 

○遠隔操縦用建設ロボット 

国土交通省九州地方整備局九州技術事務所、株式会社フジタ 

○深海巡航探査機「うらしま」 

独立行政法人海洋研究開発機構 

 

【中小企業・ベンチャー部門（部品含む）】 

○移動ロボット用の小型軽量な測域センサ ＵＲＧシリーズ 

北陽電機株式会社 

○KHR-2HV 

近藤科学株式会社 

○はまで式全自動イカ釣り機 

株式会社東和電機製作所 

 

（部門別・５０音順） 
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３．審査委員名簿  

 

【審査委員長】 

三浦 宏文 工学院大学 学長 

 

【審査委員】 

木崎 健太郎 「日経ものづくり」 編集長 

鈴木 一義 国立科学博物館 主任研究官 

関口 照生 写真家／株式会社アイ・バーグマン 代表取締役 

瀬名 秀明 作家／東北大学工学研究科 特任教授 

田中 里沙 「宣伝会議」 編集長 

中川 友紀子 株式会社アールティ 代表取締役 

比留川 博久 産業技術総合研究所知能システム研究部門 副部門長 

向殿 政男 明治大学理工学部 学部長 

（敬称略・５０音順） 

 

 

４．応募状況について  

 

○応募件数：               １５２件（のべ） 

（内訳） 

サービスロボット部門：      ６２件 

産業用ロボット部門：        ２３件 

公共・フロンティアロボット部門：   １５件 

中小企業・ベンチャー部門：     ５２件 

 

※中小企業・ベンチャー部門のロボットは、他部門への重複エントリーがあります。 

※募集案内は新聞告知と併せて関係協力機関等のホームページに掲載し、自薦・他薦

により、公式ウェブサイト（http://www.robotaward.jp）より応募いただきました（募集期

間は、平成１８年８月２１日（月）～９月２９日（金））。 
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５．「『今年のロボット』大賞」及び中小企業特別賞について  

 

（１） 審査方法 

最終審査で、審査委員会が、審査基準（※）に則り、応募者からのプレゼンテーション

等を踏まえて審査を行い、優秀賞の中から最も優秀と認められる一件を「『今年のロボ

ット』大賞」として、また、中小企業ならではの先駆性や独創性等を有するもの一件を

「中小企業特別賞」として選出します。 

 

（※）審査基準について 

将来の市場創出への貢献度や期待度の観点から、①社会的必要性、②ユーザーの

視点に立った評価、③技術的先進性 などの審査基準に基づいて審査します。 

 

（２） 発表方法 

「『今年のロボット』大賞」及び「中小企業特別賞」については、１２月２１日（木）に予定

されている表彰式当日に発表します。表彰式では「『今年のロボット』大賞」は経済産業

大臣賞として、中小企業特別賞は、独立行政法人中小企業基盤整備機構より表彰され

ます。 

 

 

６．表彰式・シンポジウム・展示会について  

 

（１） 表彰式及びシンポジウムについて 

１２月２１日（木）に開催する表彰式において、「『今年のロボット』大賞」、「中小企業特

別賞」、「優秀賞」に選出されたロボットを表彰します。会場はＴＥＰＩＡ（東京都港区北青

山２－８－４４）にて開催します。 

表彰式では、経済産業大臣による表彰及び審査委員長である三浦宏文 工学院大

学学長より受賞ロボットの講評等を予定しています。 

また、表彰式と併せ、「『今年のロボット』大賞２００６記念シンポジウム」（午後２時～４

時３０分、事前登録制、入場無料）を開催します。「『今年のロボット』大賞」受賞者による

講演や有識者によるパネルトークを予定しています。 

※シンポジウムへの事前登録は公式ウェブサイト（http://www.robotaward.jp）にて受

付けます。 
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（２） 展示会について 

１２月２１日（木）から２３日（土）まで、表彰式及びシンポジウムと同会場のＴＥＰＩＡに

て、「『今年のロボット』大賞」、「中小企業特別賞」及び「優秀賞」受賞ロボットを紹介しま

す。１２月２１日（木）はプレス及び関係者向けに開催し、２２日（金）及び２３日（土）は一

般公開します（午前１０時～午後４時、入場無料、ただし、一部ロボットについては、事

情によりロボット本体が展示されず、映像等により紹介する場合があります）。 

 

 

７．今後のスケジュール  
 

 

１２月上旬           審査委員会による最終審査 

（「『今年のロボット』大賞」及び「中小企業特別賞」の選出） 

１２月２１日（木）      表彰式及びシンポジウム（於： ＴＥＰＩＡ） 

１２月２１日（木）～２３日（土）  展示会（於： ＴＥＰＩＡ） 

※２１日（木）はプレス及び関係者、２２日（金）及び２３日（土）

は一般公開 

 

 

 

 

(本発表資料の経済産業省のお問い合わせ先） 

製造産業局産業機械課 

担当者： 課長補佐 土屋、 技術係長 加賀 

電 話： ０３－３５０１－１５１１（内線 ３８２１） 

         ０３－３５０１－１６９１（直通） 

 

（「今年のロボット」大賞についてのお問い合せ先） 

「今年のロボット」大賞事務局 

e-mail： info@robotaward.jp 

公式ウェブサイト： http://www.robotaward.jp 

電 話： ０３－５４３９－４１６０ 

 

 



別 紙 １ 
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「『今年のロボット大賞』２００６」優秀賞受賞ロボット（１０件） 

 

【サービスロボット部門】 

 ○アザラシ型メンタルコミットロボット「パロ」 

 ＜開発者等＞ 

株式会社知能システム 

独立行政法人産業技術総合研究所 

マイクロジェニックス株式会社 

 ＜概要＞ 

一般家庭でのペット代替や医療福祉施設におけるセラピ

ーを目的とするロボット。全身を覆う面触覚センサなど多種

多様なセンサ、静穏型アクチュエータによる滑らかな動作、

自律行動、名前や行動の学習機能を有している。使用環境や

条件に対応した高い安全性、衛生性、利便性、耐久性を有し

つつ、１体ずつ手作りの高品質を持つ。これまでに国内で約

８００体が利用されている。今後、海外に展開する予定。 

 

 

○食事支援ロボット「マイスプーン」 

 ＜開発者等＞ 

セコム株式会社 

 ＜概要＞ 

手の不自由な高齢者・障害者の食事の自立を支援するロボット。 

利用者のジョイスティック操作で、食事トレイの中の食物を口

元まで運ぶ。通常のご飯や煮物、サラダの他におかゆや豆腐など、

様々なものが食べられる。 

利用者の症状にあわせて、３種類のジョイスティックや操作モ

ード（手動、半自動、自動）を選べる。日本国内のみならず、オ

ランダなどヨーロッパでも販売している。 

 

 

○ロボットによるビルの清掃システム 

 ＜開発者等＞ 

富士重工業株式会社 

住友商事株式会社 

 ＜概要＞ 

エレベータを有する、主に高層ビルに用いられる自律式

清掃ロボット及びそのロボットによるエレベータ操作シス

テム。ロボットがエレベータを操作して自ら複数階を移動

し、清掃作業を行う。作業後は自らスタート位置に戻る。 

本システムは既に事業化しており、晴海トリトンスクエ

ア、六本木ヒルズ等１０棟近くの高層ビルに導入されてい

る。 
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【産業用ロボット部門】 

○人共生型上半身ロボット（ＤＩＡ１０）・腕ロボット（ＩＡ２０） 

ＭＯＴＯＭＡＮ－ＤＩＡ１０／ＭＯＴＯＭＡＮ－ＩＡ２０ 

 ＜開発者等＞ 

株式会社安川電機 

 ＜概要＞ 

２００７年問題や少子高齢化による労働力不足の解消を狙

いとする人間型産業用ロボット。人手作業に頼ってきた製造

工程の自動化を可能とし、ロボット化による品質の安定等を

目的とする。 

ＤＩＡ１０：上半身同様の大きさと自由度を実現した 

１５軸ロボット 

ＩＡ２０ ：ヒトの腕と同様の動作が可能な７軸ロボッﾄ 

 

 

 

○人の能力を超えた高速高信頼性検査ロボット 

 ＜開発者等＞ 

株式会社デンソー 

 ＜概要＞ 

本ロボットは、動体視力という高度な視覚技術を有し、

検査箇所毎に停止することなく、経済性を兼ね備えた、高

速で信頼性の高い検査の自動化を可能とする。産業用ロボ

ットの品質保証分野での活用という新たな市場を創出する

ものである。 

 

 

 

 

 【公共・フロンティアロボット部門】 

○遠隔操縦用建設ロボット 

 ＜開発者等＞ 

国土交通省九州地方整備局九州技術事務所 

株式会社フジタ 

 ＜概要＞ 

本ロボットは平成１８年６月沖縄県中城村で発生した大規模な土

砂災害現場に導入され、二次災害の発生及び被害の拡大防止などに貢

献した。自然災害復旧で活躍する既存の無線操縦専用機械は特殊であ

り、台数も少なく大型であるため、緊急時の機動性に課題があった。

こうした課題を早急に打開することを目的として開発された本ロボ

ットは、運搬が容易であり、現地にある汎用の建設機械に搭載するこ

とで無線操縦が可能。一刻を争う災害復旧への早期対応を実現した。 

 ＤＩＡ１０  ＩＡ２０ 
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○深海巡航探査機「うらしま」 

 ＜開発者等＞ 

独立行政法人海洋研究開発機構 

 ＜概要＞ 

深海巡航探査機「うらしま」の開発には、過酷な環境

である深海において、確実に探査活動を実現するための、

測位および動力源など独自の技術開発が不可欠。このた

め、慣性航法と音響航法を融合して深海での長時間潜航

を実現し、また、エネルギー貯蔵には水素と酸素から発

電する閉鎖式燃料電池の使用を深海ロボットとして初め

て実用化した。 

 

 

【中小企業・ベンチャー部門】 

○移動ロボット用の小型軽量な測域センサ ＵＲＧシリーズ 

 ＜開発者等＞ 

北陽電機株式会社 

 ＜概要＞ 

サービスロボットや自動搬送ロボットなど、

自律移動が可能なロボットの目となるセンサ。

自律移動ロボットは周辺の環境を認識して自

身の走行経路を見つけ、人との衝突を回避す

る安全機能が求められる。測域センサは、ロ

ボット周辺の形状を計測可能なため、これら

の解決に最も有用な環境認識センサの一つで

ある。ＵＲＧシリーズは小型軽量化と低価格

化を実現することで、実用的な自律移動ロボ

ットへの搭載を可能にした。 

 

 

○ＫＨＲ-２ＨＶ 

 ＜開発者等＞ 

近藤科学株式会社 

 ＜概要＞ 

組み立てやすさと高性能をハイレベルで融合させた二足歩行ロ

ボット。パワーを誇る可動軸を１７カ所実装。ＵＳＢ接続が可能

なため“教示機能”も活用できる。このような、ユーザーの夢を

実現するための機能を充実させるとともに、ユーザーに身近な価

格で提供し、市場創出に貢献するもの。 
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○はまで式全自動イカ釣り機 

 ＜開発者等＞ 

株式会社東和電機製作所 

 ＜概要＞ 

漁業者からイカ釣り漁具の製作を依頼され電気式自動イカ

釣機の開発に着手した。１９７１年に「はまで式全自動イカ

釣り機」として販売され、４年後には年間１万台を超すヒッ

トとなった。その後も、漁業者の要望を聞きながら改良が重

ねられ、数多くのイカ釣機が製作された。その結果、「シャク

リ」という漁業者の熟練技術を数値化し、自動水深への応用

が可能な負荷検知機能や漁探連動機能等の自動制御を実現。 

 

 

（部門別、５０音順） 

 



別 紙 ２ 
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「今年のロボット」大賞のシンボルマーク 

 

 

 

 

 
 

 

「今年のロボット」大賞におけるロボットの定義である、「センサー、

知能・制御系、駆動系の３つの技術要素を有する、知能化した機械システ

ム」を表現したシンボルマーク 

 

 

 

 

 

 

 

 


